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にいかっぷ軽トラ市にいかっぷ軽トラ市　　　　　
　6月1日、道の駅サラブレッドロード新冠で、6月1日、道の駅サラブレッドロード新冠で、今今

年第１回目の軽トラ市が開催されました年第１回目の軽トラ市が開催されました。。

地元の新鮮な野菜が格安で購入できるとあって　地元の新鮮な野菜が格安で購入できるとあって、、

会場はたくさんのお客さんでにぎわいました会場はたくさんのお客さんでにぎわいました。。

軽トラ市は、毎週土曜日10時から開催されます　軽トラ市は、毎週土曜日10時から開催されます。。

　　　新冠町ホームペー新冠町ホームページジ

http://wwwhttp://www..niikappu.niikappu.jpjp

ＥメーＥメールル

info@niikappu.jinfo@niikappu.jpp

No 568

6
2013



●2

　
こ
の
度
の
、
任
期
満
了
に
よ
り
ま
す
町

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
3
期

目
の
町
政
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
大

変
光
栄
に
存
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
務

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　
私
は
、
初
当
選
以
来

「
小
さ
く
て
も
キ

ラ
リ
と
光
る
ま
ち
」
「
小
さ
い
か
ら
こ
そ

で
き
る
心
あ
た
た
か
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、

多
く
の
方
々
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ひ
た
む
き
に
、
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
を
通
じ
て
、
私
は
、
町
民

の
皆
様
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
小
さ
な
町
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
、
き
め
細
か
な
行
政
展
開
を

は
か
り
、
「
元
気
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

進
展
す
る
高
齢
化
へ
の
対
応

　
近
年
、
認
知
症
を
患
う
方
が
増
加
傾
向

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、

認
知
症
に
視
点
を
お
い
た
介
護
予
防
事

業
や
、
地
域
の
方
々
を
対
象
と
し
た
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
事
業
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
認
知
症

を
正
し
く
理
解
し
、
予
防
と
早
期
治
療
に

取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
支
援
体
制
を

更
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
病
気
や
障
が
い
に
よ
り
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
々
が
、
消
費
被
害
に

あ
わ
れ
た
り
、
財
産
管
理
や
、
意
思
の
決

定
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
町
内
に
お
け
る
成
年
後
見
体
制
を
早

期
に
構
築
さ
せ
る
な
ど
、
心
豊
か
に
安
心

し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
住
環

境
整
備
を
含
め
た
支
援
体
制
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
期
間
中
の
医
療
費
助
成

　
現
在
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
小

学
生
ま
で
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
家
庭
の
負
担
を
で
き
る
限
り
軽
減
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す
る
目
的
で
、
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
大

し
た
助
成
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
助
成
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
育
て
中
の
家
庭
に
有
効
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策

　
疾
病
の
予
防
は
、
町
民
の
健
康
意
識
の

高
揚
が
肝
要
で
す
。
健
康
意
識
が
高
ま

れ
ば
、
健
康
診
断
の
受
診
率
も
高
く
な
り
、

い
き
お
い
疾
病
の
早
期
発
見
・
治
療
が
可

能
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
保
健
師

が
中
心
と
な
り
、
積
極
的
に
地
域
へ
赴
き
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
が
ん
検
診
な
ど
の
保
健
事
業
や
、

予
防
接
種
な
ど
の
感
染
症
対
策
の
受
診

率
を
高
め
る
取
り
組
み
に
も
意
を
用
い

て
ま
い
り
ま
す
。

　
台
風
や
風
水
害
、
土
砂
災
害
、
地
震
や

火
災
か
ら
、
町
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、

消
防
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
、
災
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、

「
町
民
の
命
を
い
か
に
し
て
守
る
か
」
と

い
う
危
機
管
理
意
識
の
徹
底
と
、
非
常
時

に
お
け
る
迅
速
な
対
応
が
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
更
新
時
期
の
到
来
す
る

公
共
施
設
等
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
見

直
し
、
津
波
対
策
に
対
応
し
た
複
合
施
設

へ
の
転
換
を
は
か
り
「
よ
り
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

財
政
の
健
全
化

　
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
財
政

改
革
の
推
進
と
国
の
地
方
財
政
対
策
が

好
転
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
指
標
の

改
善
、
基
金
残
高
の
増
加
な
ど
町
の
財
政

は
、
健
全
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な

が
ら
、
産
業
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
、

住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

定
住
移
住
の
促
進

　
平
成
　
年
度
か
ら
５
年
間
で
取
り
組
ん

１９

で
ま
い
り
ま
し
た
第
１
期
定
住
移
住
施
策

に
つ
い
て
は
、
各
種
支
援
策
の
ほ
か
「
レ
・

コ
ー
ド
の
森
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
宅
地
分
譲
事

業
」
の
効
果
も
あ
り
、
当
初
の
計
画
を
大

き
く
上
回
る
　
戸
２
６
２
人
の
定
住
移
住

８３

実
績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
度
か
ら
新
た
に
　

２５

２１

区
画
分
譲
を
開
始
い
た
し
ま
す
「
レ
・
コ
ー

ド
の
森
ス
ウ
ィ
ー
ト
タ
ウ
ン
宅
地
分
譲
事

業
」
に
は
、
定
住
移
住
効
果
に
大
き
な
期

待
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
第
２
期
定
住

移
住
政
策
及
び
省
エ
ネ
機
器
導
入
補
助
事

業
並
び
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
と

連
携
を
図
っ
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
定
住

移
住
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
操
業
開
始
い
た
し

２６

ま
す
日
高
食
肉
セ
ン
タ
ー
は
、
操
業
開
始

時
に
は
、
約
　
人
を
超
え
る
新
規
雇
用
が

８０

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
方
々
が
、
新

冠
町
に
定
住
移
住
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
町
内
の
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら

住
環
境
の
整
備
の
た
め
の
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

小竹町長　所信表明

災
害
に
強
い
安
全

・
安
心
な

ま
ち
の
実
現

自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り

新しい街並みが誕生した西泊津のレ・コードの森ニュータウン

新しく整備された東町の避難階段

町民の健康を守る各種健診事業
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地
域
公
共
交
通
の
整
備

　
高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
た

「
利
用
し
や

す
い
移
動
手
段
の
確
保
」
や

「
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
と
身
近
な
地
域
公
共
交

通
の
確
立
」
を
め
ざ
し
、
買
い
物
や
通
院
、

高
校
生
の
通
学
の
利
用
も
視
野
に
入
れ
、

町
が
所
有
し
て
い
る
バ
ス
の
有
効
利
用
を

考
え
な
が
ら
、
新
冠
町
全
体
の
公
共
交
通

体
系
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

教
育
の
充
実

　
幼
児
期
か
ら
連
続
性
の
あ
る
教
育
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
や
確
か
な
学
力
の
育
成
、
豊
か
な
心

の
育
成
や
学
校
経
営
の
改
善
・
充
実
な
ど

を
は
か
り
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
自

主
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
レ
・

コ
ー
ド
館
を
拠
点
施
設
に
、
生
涯
学
習
の

充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
健

全
育
成
や
町
民
の
健
康
増
進
を
目
指
し
た

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
郷
土
・
芸
術
文
化
な
ど

生
涯
教
育
の
充
実
を
支
援
し
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
り
、
オ
ー
ル

新
冠
と
し
て

「
人
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

産
業
振
興
と
担
い
手
育
成

　
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、

産
業
振
興
と
そ
れ
に
関
わ
る
担
い
手
の
育

成
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
に

お
き
ま
し
て
は
、
軽
種
馬
や
畜
産
、
酪
農
、

そ
菜
生
産
を
新
冠
町
農
協
と
連
携
し
、
農

家
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
第
５
次
新

冠
町
農
業
振
興
計
画
に
基
づ
く
各
種
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
中
で
も
、
新
規
就
農
者
に
よ
る
担
い
手

の
拡
充
と
後
継
経
営
者
の
育
成
や
、
地
域

及
び
農
業
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
活
用
し
た
積
極
的

な
農
地
の
流
動
化
と
集
積
化
」
を
図
り
、

生
産
性
の
高
い
農
業
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

漁
業
振
興

　
つ
く
る
漁
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
漁

家
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
や
サ
ケ

定
置
漁
に
次
ぐ
漁
獲
高
を
上
げ
て
お
り
ま

す

「
タ
コ
漁
」
の
安
定
化
の
た
め
、
稚
ダ

コ
保
育
礁
設
置
事
業
を
継
続
し
て
支
援
す

る
と
と
も
に
、
コ
ン
ブ
礁
の
造
成
や
、
ナ

マ
コ
種
苗
放
流
事
業
へ
の
助
成
も
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
、
よ

り
高
め
る
た
め
に
は
、
生
産
物
の
付
加
価

値
の
創
造
と
地
場
産
品
の
直
売
所
開
設
、

さ
ら
に
は
、
町
内
の
商
工
業
者
と
連
携
し
、

加
工
や
調
理
な
ど
を
行
う
地
域
産
業
の
６

次
化
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
協
会
と
も
連
携
し
、
町
内

の
魅
力
を
発
信
し
、
交
流
人
口
を
拡
大
さ

せ
、
全
道
、
全
国
の
多
く
の
方
に
新
冠
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
町
内
で
の
消
費
拡
大

を
図
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
商
工
業
の
振
興
で
あ
り
ま
す
が
、

商
工
会
、
建
設
協
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

民
間
賃
貸
住
宅
の
整
備
促
進
や
、
異
分
野

へ
の
進
出
を
支
援
し
、
経
営
の
安
定
化
と

担
い
手
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小竹町長　所信表明

い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

地域と市街地を結ぶ健康推進バス

幼稚園教育が導入された認定こども園ド・レ・ミ

次世代の農業を支える農業支援員
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自
治
体
は
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、

ま
た
、
ど
の
地
域
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
内

容
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
行
政
運
営
に

か
か
わ
っ
た
先
達
の
誰
も
が
、
と
き
に
早

足
で
、
と
き
に
着
実
な
前
進
に
よ
っ
て
困

難
を
乗
り
越
え
、
自
治
の
歴
史
を
重
ね
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
を
生
き
る
私
た
ち
も
、
新
し
い
時
代

を
綴
る
た
め
、
決
し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と

な
く
、
町
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
、
英
知

を
結
集
し
、
挑
戦
を
続
け
、
課
題
を
克
服

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
町
で
大
切
に
育
ま
れ
て

き
た

「
人
と
人
と
の
絆
」
「
助
け
合
い
」

「
地
域
を
愛
す
る
心
」
を
次
世
代
へ
繋
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ど
う
か
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
議
会
の

皆
様
に
は
、
今
後
の
町
政
運
営
に
格
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
三
期
目
の
就
任

に
あ
た
り
ま
し
て
の
所
信
表
明
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

小竹町長　所信表明

む

す

び

に

副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長にににににににににににににににににににに中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏副町長に中村修二氏選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
　
５
月
　
日
、
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
村
田
�
洋

10

副
町
長
の
後
任
に
、
新
冠
町
役
場
総
務
企
画
課
の
中

村
修
二
氏
の
選
任
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
中
村
副
町
長
は
、
昭
和
　
年
　
月
　
日
生
ま
れ
、
新

28

11

30

冠
町
出
身
。
昭
和
　
年
に
新
冠
町
職
員
と
な
り
、
社

53

会
教
育
課
長
、
総
務
企
画
課
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成

　
年
４
月
か
ら
は
総
務
企
画
課
参
事
兼
行
政
改
革
担

25当
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
村
副
町
長
は
臨
時
会
の
就
任
挨
拶
で
、
「
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。
職
員
一

人
一
人
が
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り

に
つ
と
め
、
重
責
を
果
た
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
副
町
長
と
し
て
町
政
の
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
村
田
前
副
町
長
は
、
同
日
、

任
期
満
了
を
迎
え
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
村
田
前
副
町
長
は
、
平
成
　
年
３
月
に
新
冠
町
役

17

場
退
職
後
、
同
年
５
月
に
新
冠
町
助
役
に
就
任
、
２
期

８
年
に
わ
た
り
小
竹
町
長
の
補
佐
役
・
相
談
役
と
し
て

重
責
を
担
い
、
町
職
員
時
代
に
培
っ
た
圧
倒
的
な
知

識
と
経
験
を
基
に
、
そ
の
手
腕
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ

れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
村
田
前
副
町
長
、
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

新たに選任された中村副町長

退任のあいさつをする村田前副町長
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●
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
企
画
課
総
務
グ
ル
ー
プ
総
務
係

（緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
４
９
７
）

新
冠
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
つ
い
て

１　職員の任免及び職員数に関する状況　 　

（2）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢

一般行政職 （平成24年4月1日現在）
区分

平均年齢平均給与月額平均給料月額

42.5歳360,377円310,100円新冠町

42.8歳372,906円
（401,789円）

304,944円
（329,917円）国

45.4歳399,324円332,232円北海道

　※()書きは、国家公務員の時限的な給与削減がないとした場合の数値

25年度職員数
（H25.4.1現在）

25年度当初
人事異動

25年度
採用者数

24年度中
退職者数

24年度中
人事異動

24年度中
採用者数

 平成24年度職員数
区　　分

うち定年退職うち新規採用（H24.4.1現在）

    3人－－－－－－－   3人特 別 職

  77人    1人6人2人5人    1人－  1人  74人町 長 部 局

  29人▲1人1人1人2人▲2人－  2人  33人教 育 委 員 会

    2人－－－－－－－    2人議 会 事 務 局

    2人－－－－    1人－－    1人農 業 委 員 会

    1人－－－－－－－    1人簡 易 水 道 会 計

    1人－－－－－－－    1人下 水 道 会 計

  21人－1人－－－－  1人  20人介護サービス会計

  19人－1人1人2人－1人  1人  19人診 療 所 会 計

155人－9人4人9人－1人  5人154人合　　計

（1）給与支払額 （平成24年度決算見込）

一人当り給与費
(Ｂ/ A )

給　　与　　費職員数
(A) 計(Ｂ)寒冷地手当期末・勤勉手当職員手当給　料

5,576千円797,487千円13,055千円183,364千円86,208千円514,860千円143人

　※特別職、医師、育児休業職員等を除く

（3）職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額
一般行政職 （平成24年4月1日現在）

初任給区分 30年以上
35年未満

20年以上
25年未満

10年以上
15年未満

404,500円347,200円270,200円172,200円大学卒

389,400円314,400円239,400円152,800円短大卒

387,000円315,200円235,500円140,100円高校卒

2　給与費の状況　 　

新
冠
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
つ
い
て

　新冠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成24年度人事行政の運営等新冠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成24年度人事行政の運営等のの
状況を公表します状況を公表します。。
職員数については、平成24年4月1日現在の154名から平成24年度中の採用者1　職員数については、平成24年4月1日現在の154名から平成24年度中の採用者1名、退職名、退職者者

9名 （うち定年退職者4名）を差引き、さらに平成25年4月1日付新規採用として99名 （うち定年退職者4名）を差引き、さらに平成25年4月1日付新規採用として9名採用し名採用しまま
したので、平成25年4月1日現在の職員数は前年度から1名増の155名となっておりますしたので、平成25年4月1日現在の職員数は前年度から1名増の155名となっております。。
給与については、民間企業の給与水準を適正に反映させている国家公務員の給与 （人事院勧告　給与については、民間企業の給与水準を適正に反映させている国家公務員の給与 （人事院勧告））
に準じ、議会の審議を経て条例により決定しております。なお、平成24年度の一般行政職の給に準じ、議会の審議を経て条例により決定しております。なお、平成24年度の一般行政職の給与与
水準 （ラスパイレス指数水準 （ラスパイレス指数））はは、国家公務員を100とすると、新冠町職員は103.4（ただし、国家、国家公務員を100とすると、新冠町職員は103.4（ただし、国家公公
務員の時限的な給与削減措置がないとした場合は95.5）となっております務員の時限的な給与削減措置がないとした場合は95.5）となっております。。

年齢別職員構成の状況 （平成25年4月1日現在）

60歳以上
55歳以上
60歳未満

50歳以上
55歳未満

45歳以上
50歳未満

40歳以上
45歳未満

35歳以上
40歳未満

30歳以上
35歳未満

25歳以上
30歳未満

20歳以上
25歳未満

20歳未満年齢構成

5人21人13人16人22人32人18人16人11人1人職員数
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4　職員の分限及び懲戒処分の状況 　

（4）職員手当の状況 （平成24年度）

内　　容手　当　名内　　容手　当　名

　　　　   期末手当　   勤勉手当
  6月期　  1.225月　   0.675月
12月期　  1.375月　   0.675月
     計   　    2.60月　     1.35月

・職制上の段階、職務の級による役職加算 （5～15％）あり

期末手当

勤勉手当

（6月・12月支給）

●配偶者　月額13,000円

●扶養親族 （配偶者を除く）

　1人につき　月額 6,500円

※満16～22歳の子供1人当り5,000円加算

扶養手当

（毎月支給）

●寒冷地に在勤し、常時勤務に服する職員に支

給される手当で扶養親族の人数に応じて支給

　支給額(年額)　44,000円～116,800円

寒冷地手当

（11月～3月支給）

●借家 （12,000円を超える者に限る）の場合、

家賃に応じて月額27,000円を限度に支給

●持ち家　　月額7,500円

住居手当

（毎月支給）

●著しく危険、不健康その他特殊な勤務につい

たときに支給

・夜間看護手当　

　1回の勤務時間に応じ2,000円～6,800円

・Ｘ線手当　1日　230円

特殊勤務手当

（勤務実績）

（片道2km以上の者に限る）

●交通機関等を利用する場合

　運賃に応じ月額55,000円を限度に支給

●自家用車を利用する場合

　通勤距離に応じて月額2,000円～24,500円

の範囲で支給

通勤手当

（毎月支給）

●正規の勤務時間を超えて勤務することを命ぜ

られた職員に支給

時間外勤務手当

（勤務実績）
●管理又は監督の地位にある職員に支給

　課長相当職(6級)　      51,900円

　　　〃　　 (5級)　      49,600円

　総括主幹相当職(5級)　34,700円

　　　　〃　　　 (4級)　32,400円

管理職手当

（毎月支給） ●宿直勤務、日直勤務を命ぜられた職員に支給

・医師　1回につき15,000円

・その他　  1回につき4,200円以下

宿日直手当

（勤務実績）

（5）特別職の報酬等の状況 （平成24年度）

期末手当月　　額職　　　名

 　 6月期　1.60月

　12月期　1.75月

　　  計      3.35月

720,000円町　　　長

600,000円副　町　長

560,000円教　育　長

3　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間

8時30分 ～17時15分始業・終業時刻

12時 ～13時休憩時間

（3）休暇

年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、

介護休暇、組合休暇
休暇の種類

年間20日を付与

（前年残日数を繰越し、年40日を限度）

平成24年平均使用日数　11.2日／人

有給休暇付与日数

（1）分限処分
降任休職免職処分の種類

1人－－人数

（2）懲戒処分
戒告減給停職免職処分の種類

－－－－人数

参加人数内　　容研　修　名

  4人新採用職員として必要な基礎知識の取得　職員基礎研修 （日高町村会）

  7人採用2年目職員として必要な知識の取得　初級研修 （胆振・日高町村会）

  1人採用3～4年目職員として資質の向上を図る　中級研修 （胆振・日高町村会）

  3人自治政策課題に関する高度な専門研修　市町村アカデミー研修

  1人実践的かつ高度な専門知識の取得　自治大学校研修

  1人実践的かつ高度な専門知識の取得　北海道派遣研修

  2人管理・監督者として必要な知識の取得　管理・指導能力研修 （市町村職員研修センター）

  9人法務基礎・応用研修など　その他の研修 （町村会など）

5　職員の研修状況　 　

（2）育児休業及び介護休暇の取得状況 （平成24年度）
介護休暇育児部分休業育児休業区　分

－－－男性職員

－－2女性職員

期末手当月　　額職　　　名

　  6月期　　1.0月

　12月期　　2.0月

　　  計    　  3.0月

280,000円議　　　長

230,000円副　議　長

210,000円常任委員長

210,000円議会運営委員長

205,000円議　　　員
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5
月
　
日
、
本
町
多
目
的
交
流
セ
ン

16

タ
ー
で
新
冠
町
自
治
会
長
等
永
年
勤
続
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
7
名
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

自
治
会
役
員
　
年
表
彰

30

　
湯
沼
　
博
   （
氷
川
）

　
千
葉
　
寿
幸
（
東
町
）

自
治
会
役
員
　
年
表
彰

20

　
畔
柳
　
作
次
（
新
和
）

自
治
会
役
員
　
年
表
彰

10

　
渡
部
　
格
      

   
（
夕
日
ヶ
丘
）

　
梶
原
　
直
道
  

   
（
氷
川
）

　
工
藤
　
章
一
  

   
（
東
町
）

　
山
口
マ
サ
子
  

   
（
東
町
）

　
※
敬
称
略
・　

    順
不
同

平
成
　
年
度
新
冠
町
自
治

25

会
長
等
永
年
勤
続
表
彰

　
5
月
　
日
、
美
宇
の
鎌
田
一

24

博
さ
ん
の
水
田
で
,

朝
日
小
学
校
の
５
年
生
　
人
11

が
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
田
植
え
体
験
は
、
食
育
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
体
験
活

動
で
、
児
童
は
素
足
で
田
ん
ぼ

に
入
り
、
泥
ま
み
れ
に
な
り
な

が
ら
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　
秋
に
は
稲
刈
り
を
し
て
、
自

分
た
ち
で
植
え
た
お
米
の
収

穫
も
体
験
し
ま
す
。

朝
日
小
学
校
５
年
生
が
田
植
え
体
験

マ
イ
ネ
ル
ホ
ウ
オ
ウ
号

Ｎ
Ｈ
Ｋ
マ
イ
ル
カ
ッ
プ
制
覇

　
5
月
5
日
、
東
京
競
馬
場
で
行
わ
れ
た
第
　
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
マ

18

イ
ル
カ
ッ
プ
で
、
高
江
の
㈲
ヒ
カ
ル
牧
場
で
生
産
さ
れ
た
マ

イ
ネ
ル
ホ
ウ
オ
ウ
号
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ネ
ル
ホ
ウ
オ
ウ
号
は
Ｇ
Ⅰ
初
制
覇
と
な
り
、
㈲
ヒ
カ

ル
牧
場
に
と
っ
て
も
、
昭
和
　
年
の
宝
塚
記
念
で
優
勝
し
た

43

ヒ
カ
ル
タ
カ
イ
号
以
来
、
　

年
振
り
と
な
る
Ｇ
Ⅰ
制
覇
と
な

45

り
ま
し
た
。

　
柴
田
大
知
騎
手
が
騎
乗
す
る
マ
イ
ネ
ル
ホ
ウ
オ
ウ
号
は
、

序
盤
、
後
方
か
ら
様
子
を
う
か
が
う
レ
ー
ス
展
開
。
最
終

コ
ー
ナ
ー
で
も
各
馬
横
並
び
の
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
最

後
の
直
線
で
大
外
か
ら
抜
け
だ
し
、
勝
ち
タ
イ
ム
１
分
　
秒
３２

７
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
東
京
競
馬
場
で
観
戦
し
て
い
た
長
男
の
清
孝
さ
ん
は

「
レ
ー

ス
直
後

か
ら
表
彰
式

や

新
聞
の
取
材
、
お

祝

い
の
電
話

が

ひ

っ
き
り
な
し

に
鳴
る
な
ど
、
優

勝

の

余

韻

に

浸

っ
て
い
る
時

間

は
全

く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」

と
優
勝

の
瞬
間

を
振

り
返

り
ま

し
た
。

　
5
月
　
日
、
新
冠
ラ
イ
オ
ン

27

ズ
ク
ラ
ブ

（
栗
山
哲
弘
会
長
）

か
ら
町
内
の
小
中
学
校
と
認

定
こ
ど
も
園
に
対
し
、
児
童
図

書
購
入
に
充
て
て
と
　
万
円

４０

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
子
ど
も
の
文
字
離

れ
が
深
刻
化
す
る
中
、
本
に
親

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

「
新
冠

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
中
山
文

庫
」
と
し
て
活
用
し
て
欲
し
い

と
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

新
冠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
附

題
あ れ こ れ

●9

　
5
月
　
日
、
大
狩
部
第
２
自
治
会
婦
人

31

部
と
老
人
会
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
寿
荘

の
花
壇
に
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
恵
寿
荘
が
開
所
さ
れ
た

翌
年
の
昭
和
　
年
に
、
大
狩
部
自
治
会
婦

59

人
部
の
中
で
何
か
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
い
う
話
し
か
ら
始
ま
っ
た

活
動
で
、
今
年
で
　
回
目
と
い
う
節
目
を

３０

迎
え
ま
し
た
。

　
婦
人
部
の

方
々
は
、
今

後
も
こ
の
活

動
を
続
け
、

入
所
者
や
地

域
の
方
々
と

交
流
し
て
い

き
た
い
と
話

し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
5
月
　
日
、
春
の
叙
勲
で

28

旭
日
双
光
章

（
地
方
自
治
功

労
）
を
授
与
さ
れ
た
妹
尾
壽

一
さ
ん
へ
、
名
取
哲
哉
日
高

振
興
局
長
よ
り
勲
章
と
勲
記

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
妹
尾
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
62

か
ら
６
期
　
年
議
員
を
務
め
、

24

平
成
　
年
か
ら
2
期
８
年
議

15

長
を
担
う
な
ど
、
町
議
会
議

員
と
し
て
町
の
振
興
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

妹
尾
壽
一
さ
ん
に
旭
日
双
光
章

大
狩
部
第
２
自
治
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
花
壇
整
備

　
5
月
　
日
、
東
京
競
馬
場
で
行
わ
れ
た
第
　
回
日
本

26

８０

ダ
ー
ビ
ー
（
東
京
優
駿
）
で
、
美
宇
の
㈱
ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
で

生
産
さ
れ
た
キ
ズ
ナ
号
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
　
回
目
を
迎
え
る
メ
モ
リ
ア
ル
レ
ー
ス
と
な
っ
た
３
歳

８０
最
強
馬
を
決
め
る
大
一
番
は
、
武
豊
騎
手
が
騎
乗
す
る
一

番
人
気
の
キ
ズ
ナ
号
が
優
勝
し
、
平
成
　
年
に
生
産
さ
れ

22

た
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
7
1
9
7
頭
の
頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。

　
キ
ズ
ナ
号
は
１
枠
か
ら
出
走
、
レ
ー
ス
は
混
戦
と
な
り

ま
し
た
が
、
最
後
の
直
線
に
入
り
、
後
方
か
ら
追
い
上
げ

た
キ
ズ
ナ
号
が
ゴ
ー
ル
前
で
鋭
く
伸
び
、
半
馬
身
差
で
差

し
き
り
、
勝
ち
タ
イ
ム
２
分
　
秒
３
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

２４

　
㈱
ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ

で
は
、
優

勝

が
決

ま
っ
た
直
後
か
ら
、

関
係
者
や
地
域
の
方

が
詰
め
か
け
、
優
勝

の
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。

　
日
本
ダ
ー
ビ
ー
は
、

昨
年
の
　
回
大
会
で

79

優
勝
し
た
デ
ィ
ー
プ

ブ
リ
ラ
ン
テ
号
に
続

き
、
２
年
連
続
で
新

冠
町
の
生
産
馬
が
優

勝
す
る
嬉
し
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

キ
ズ
ナ
号
　
ダ
ー
ビ
ー
制
覇

　
～
３
歳
馬
の
頂
点
へ
～

話
ま ち の

　
５
月
　
日
、
寺
田
孝
男
さ

28

ん
が
、
北
海
道
町
内
会
連
合

会
よ
り
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
寺
田
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
50

よ
り
現
在
ま
で
、　

年
間
に

38

わ
た
り
東
町
自
治
会
長
と
し

て
自
治
会
活
動
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

寺
田
孝
男
さ
ん
に
功
労
者
表
彰



本
は
世
界
で
も
有
数
の
「
が
ん
大
国
」

で
、
2
人
に
1
人
が

「
が
ん
」
に
な

り
、
3
人
に
1
人
が

「
が
ん
」
で
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
最
も
有
効

な
方
法
は
、
が
ん
検
診
で
す
。
検
診
で
は
、

自
覚
症
状
の
な
い
小
さ
な
が
ん
も
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
へ
と

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
あ
な
た
の
た
め
に
―

　
　
　
　
　
　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
」

〔乳
が
ん
〕

　
乳
房
に
で
き
る
が
ん
の
こ
と
で
、
女
性
に

で
き
る
が
ん
の
中
で
最
も
多
く
、
年
間
4
万

人
が

「
が
ん
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
日
本
人
女
性
　
人
に
1
人
が
乳
が

20

ん
に
か
か
る
と
い
う
計
算
で
、
特
に
　
歳
以

40

上
の
女
性
に
最
も
多
く
発
症
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
　
歳
代
で
の
発
症
も
み

30

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

〔子
宮
が
ん
〕

　
子
宮
の
奥
側
に
で
き
る
「子
宮
体
が
ん
」
と
、

子
宮
の
入
り
口
部
分
に
で
き
る

「子
宮
頸
が

ん
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
子
宮
に
で
き
る
が
ん
の
う
ち
、
7
割
が

「子
宮
頸
が
ん
」
で
、
特
に
　
歳
～
　
歳
代

20

30

の
女
性
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
が
ん
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
早
期
の

段
階
で
が
ん
を
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
自
分
の
体
を
守
る
た
め
、
乳
が

ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
】

▼
日
に
ち
…
①
平
成
　
年
7
月
　
日
蚊

25

28

　
　
　
　
　
②
平
成
　
年
2
月
　
日
蚊

26

16

▼
場
   所
…
 新
冠
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

【乳
が
ん
検
診
】

　
町
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
女
性

40

　
※
昨
年
、
乳
が
ん
検
診
を
受
け
て

「異
常

　
な
し
」
と
判
定
さ
れ
た
方
は
2
年
に
1
度

　
の
検
診
と
な
り
ま
す
。

【子
宮
が
ん
検
診
】

　
町
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
女
性

20

　
検
診
の
内
容
や
申
し
込
み
方
法
、
時
間
な

ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
委
託

文
書
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
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セ
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セ
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セ
ン
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保
健
セ
ン
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保
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セ
ン
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保
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セ
ン
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保
健
セ
ン
タ
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健
セ
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ー

レ
・
コ
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ド
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保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

※
要
予
約

（
6
月
　
日
〆
切
り
）

25

※
要
予
約

（
7
月
1
日
〆
切
り
）

健健

康康

カ

レ

ン

ダ

カ

レ

ン

ダ

ーー
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めざせ ！N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

自
分
の
血
圧
を
知
ろ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
測
ろ
う
！

　
皆
さ
ん
、
自
分
の
血
圧
が
普
段
ど
の
く
ら
い

の
値
な
の
か
、
把
握
し
て
い
ま
す
か
？

　
血
圧
と
は
、
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液

が
血
管
の
壁
に
与
え
る
圧
力
の
こ
と
を
い
い
、

高
血
圧
の
基
準
値
は
医
療
機
関
測
定
値
で
1
4

0
/
　
以
上
、
家
庭
測
定
値
で
1
3
5
/
　
以

90

85

上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
放
っ
て
お
く
と
動
脈
硬
化
や
心
臓
肥

大
が
進
み
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、

大
動
脈
瘤
、
慢
性
腎
臓
病
と
い
っ
た
重
篤
な
病

気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
血
圧
は
、
環
境
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
医
療
機
関
で
測
る
と
高
く
な
る
が
家
庭
で

は
正
常
値
を
示
す

「
白
衣
高
血
圧
」、
ま
た
反
対

に
、
医
療
機
関
で
は
正
常
値
だ
が
家
庭
で
は
高

血
圧
に
な
る

「
仮
面
高
血
圧
」
が
あ
り
、
後
者

に
は
要
注
意
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
正
し
い
血
圧
測
定
の
方
法
を
知
り
、

定
期
的
に
測
定
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

《
正
し
い
血
圧
測
定
の
方
法
》

　
①
足
が
床
に
つ
く
高
さ
の
椅
子
に
座
り
、
1
 

　
～
2
分
間
安
静
に
す
る
。

　
②
腕
に
巻
く
カ
フ
と
心
臓
の
高
さ
が
同
じ
に

　
な
る
よ
う
に
腕
の
位
置
を
調
節
し
て
測
定
を

　
始
め
、
測
定
中
は
じ
っ
と
し
て
話
し
を
し
な

　
い
よ
う
に
し
ま
す
。

【
朝
】

　

・
起
床
後
1
時
間
以
内

　

・
排
泄
後

　

・
朝
食
や
降
圧
薬
を
飲
む
前

【
夜
】

　

・
寝
る
前

（
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
）

　

・
入
浴
後
や
飲
酒
、
喫
煙
後
は
　
分
以
上
時

30

　
間
を
あ
け
る

※
家
庭
血
圧
は
、
朝
晩
２
回
測
定
し
ま
し
ょ
う
。　

1
回
の
測
定
で
は
血
圧
が
高
く
な
り
や
す
い
た
め
、

2
～
3
回
測
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
床
に
座
っ
て
測
定
す
る
場
合
、
正
座
す
る
と
脚

に
負
担
が
か
か
り
血
圧
が
上
が
る
た
め
、
あ
ぐ
ら

な
ど
の
楽
な
姿
勢
で
測
り
ま
し
ょ
う
。

※
測
っ
た
値
は
、
ノ
ー
ト
や
血
圧
手
帳
、
健
康
手

帳
な
ど
に
記
録
し
ま
し
ょ
う
。

 ●
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
         緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
３
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《
脱
水
を
防
ご
う
》

　
気
づ
か
な
い
う
ち
に
水
分
が
不
足
し
て
認
知

症
が
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
水
分
を
蓄
え
る
筋
力
の
量

が
減
っ
て
く
る
の
で
、
脱
水
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
特
に
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
持

病
が
あ
る
人
は
、
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い

る
の
で
要
注
意
で
す
。

　
脱
水
症
は
自
分
で
は
気
づ
き
に
く
く
、
そ
れ

が
せ
ん
妄

（
錯
覚
や
幻
覚
が
み
ら
れ
る
状
態
）

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
食

事
ご
と
の
水
分
を
と
る
習
慣
や
、
楽
し
い
お
茶

タ
イ
ム
を
作
っ
て
脱
水
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

《
便
秘
を
防
ご
う
》

　
腸
の
動
き
が
低
下
す
る
と
脳
の
動
き
も
低
下

し
や
す
く
、
認
知
症
が
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
便
秘
も
認
知
症
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
の
ひ
と

つ
で
す
。
便
秘
が
治
っ
た
ら
、
実
際
に
夜
間
徘

徊
や
せ
ん
妄
が
お
さ
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
水
分
補
給

と
と
も
に
、
野
菜
や

穀
類
、
豆
な
ど
食
物

繊
維
の
豊
富
な
食
材

を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

煮
物
、
汁
物
な
ど
調

理
法
や
味
付
け
を
工

夫
し
て
、
便
秘
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
を
予
防
す
る
習
慣
！

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
回
目



ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
⑪

   ○る 
 レ
・
コ
ー
ド
の
湯

　
西
泊
津
の
高
台
に
２
０
０
０
m
の
ボ
ー
リ
ン

グ
を
行
い
温
泉
を
掘
り
当
て
た
。

　
平
成
　
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
町
民
や

１０

多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ナ
ト
リ
ウ
ム
倆
塩
化
物
泉
で
、
神
経
痛
や
皮

膚
病
な
ど
あ
ら
ゆ
る
疾
患
に
効
能
が
あ
り
、
な

め
ら
か
な
泉
質
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
や
宴
会
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
完
備

し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
牧

歌
的
な
風
景
の
中
に
多
く
の
人
が
憩
の
場
を
求

め
、
訪
れ
て
い
る
。

　
　
ル
ン
ル
ン
と

　
　
　
　
　
鼻
歌
も
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
・
コ
ー
ド
の
湯

※ふるさとカルタは、新冠町開町130年・町制施行50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を 「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って 「新冠俳句の会」が読み札

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。
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角
国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
内
に
　

　
　
　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う
角

　　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
時
に
あ

な
た
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
老
後
に
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振

替
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
国
民
年
金
に
は
保
険
料
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
役
場
町
民
生
活
課
で
免
除
又
は
納
付

猶
予
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
保
険
料
免
除
制
度

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
時
に
利
用
で
き
る
制
度
で
、
本
人
と
配

偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
れ
ば
承
認
さ
れ
、
保
険
料
納
付
の
全
額

ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

★
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
　
歳
未
満
で
あ
る
と
き
に
限
っ
て

30

利
用
で
き
る
制
度
で
、
申
請
が
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
全
額
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
納
付
猶
予
は
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主
の
前
年

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

★
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
あ
る
と
き
に
限
り
利
用
で

き
る
制
度
で
、
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
は
、
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
配
偶
者
や
世
帯
主
の

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
な
ど
の
承
認
さ
れ
た
期
間

（一
部
納
付
免
除
承
認
期
間
に
お
い
て
納
付

の
な
い
期
間
は
除
く
）
は
、
老
後
に
年
金
を
受

け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け

で
な
く
、
万
一
の
時
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
や
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
添
付
す
れ
ば
、

そ
の
方
の
前
年
の
所
得
を
0
円
と
し
て
免
除

審
査
を
す
る
特
例
も
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
社
会
係

　
　
　
     緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
２

角
ス
ズ
メ
蜂
退
治
用
の
「誘
香
液
」
の

　
　
　
　
　
　
作
り
方
に
つ
い
て
角

　
ま
も
な
く
ス
ズ
メ
蜂
の
活
動
時
期
と
な
り

ま
す
が
、
女
王
蜂
の
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活
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す
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に
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す
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「誘
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液
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で
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皆
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ん
、
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ひ
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製
し
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宅
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れ
た
場
所
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吊
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お
、
住
宅
に
近
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と
蜂
が
多
数
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来
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険
な
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と
が
あ
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で
ご
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意
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だ
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い
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～
７
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（蜂
は
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王
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匹
か
ら
巣
作
り
を
行
う
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で
、
１
匹
目
を
取
る
こ
と
が
大
事
）

・
８
月
中
旬
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下
旬
　

　
（蜂
の
巣
が
大
き
く
な
り
、
巣
分
れ
を
す
る

　
の
で
効
果
が
あ
る
）
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〈作
り
方
〉

　
①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
カ
ッ
タ
ー
で
１
・
５

　
㎝

に
３
方
切
り
穴
を
２
～
３
か
所
開
け
る
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穴
が
大
き
い
と
蜂
が
逃
げ
る
の
で
注
意
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②
上
記
の
材
料
を
混
合
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　
ル
に
入
れ
て
蓋
を
す
る
。

　
③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
住
宅
か
ら
、　

～
　

15

20

　
ｍ
位
離
れ
た
木
や
軒
下
な
ど
に
吊
る
す
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蜂
が
た
く
さ
ん
入
る
と
、
液
を
交
換
す

　
る
か
蜂
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
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町
で
管
理
し
て
い
ま
す
新
冠
共
同
墓
地
に

つ
い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以

内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
、
新
冠
町
に
住

所
を
有
す
る
方
に
対
し
、
随
時
墓
地
使
用
許

可
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
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冠
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  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

harada
長方形



恵寿荘からのお願い
　恵寿荘では古布が不足していま
す。ご家庭で不要になった古布が
ありましたら恵寿荘に寄贈くださ
いますようお願い申し上げます。
　寄贈に関しての問い合わせは,恵
寿荘まで連絡ください。
 　恵寿荘　緯0146・47・2355

○事案の要旨

　現行の電気料金を平均10.20%

引き上げるほか、その他の供給条

件の変更等に伴う供給約款の変更

を行う。

●お問い合わせ先

　北海道経済産業局　資源エネル

ギー環境部　電気・ガス事業室

緯011・709・2311（内線2704）

ひだか青年期家族の
集いの開催について
　ひきこもりの子どもをもつ家族

同士の交流や学習などを目的とし

て、次のとおり開催します。

○日時　6月25日峨

　　　　午後1時３０分～3時３０分

○場所

　北海道静内保健所

（新ひだか町静内こうせい町2-8-1）

○対象

　思春期・青年期のひきこもりの

子どもを持つ家族 （原則）

○申し込み

　2日前までに電話で申し込み。

●お問い合わせ・申し込み

　静内保健所健康推進課

緯01461・42・0251

密閉式家畜排泄物処理施
設における事故防止対策
　密閉式の家畜排泄物処理室 （貯

蓄槽など）に不用意に立ち入るこ

とは、酸素欠乏あるいは硫化水素

などの中毒により、死に至る事故

につながります。

　また、高濃度のアンモニアが充

満している場合が多く、肺や気管

支に炎症を起こしたり、メタンガ

スなどの可燃性ガスが充満してい

る場合、爆発の危険性があります

ので、事故が起きないよう十分な

安全対策を取ってください。

●お問い合わせ先

　北海道農政部生産振興局畜産振興課

　　緯011・204・5440

新規学校卒業予定者の
求人申し込みについて
　ハローワークでは、平成26年３

月新規学校卒業予定者に係る求人

の受付を6月２０日から開始します。

　厳しい経済・雇用情勢が続いて

おりますが、一人でも多くの若者

が地元に就職し、地域経済・社会

の活性化が図れますよう、早期に

採用計画を決定いただき、求人の

申し込みをお願いいたします。

●お問い合わせ先

　ハローワークしずない

　　緯0146・22・3036

6月は 「不正改造車

排除強化月間」です
　国土交通省では、車両の安全確

保及び環境保全を図ること、国民

の安全、安心を確実に確保してい

くため、平成２５年度も関係省庁、

自動車関係団体等と協力し 「不正

改造車を排除する運動」を全国的

に展開することとし、特に6月を

「不正改造車排除強化月間」とし

て一層強力に取組むこととします。

　皆様も、この機会に不正改造の

防止について理解を深めていただ

き、その排除にご強力ください。

●情報提供・ご相談先

　「不正改造車１１０番」

　室蘭運輸支局整備担当

　　緯0143・44・3013

ご寄付ありがとう
ございました   <敬称略>
●ふるさと納税（寄附金）
☆仁井田　朝子   　　　　  （30,000円）
☆石川　廣志　　　　 （50,000円）

●特別養護老人ホーム「恵寿荘」
に役立ててと
☆佐藤　剛　　　　　  （古布1箱）
☆早川　憲吾　      （しいたけ2茜）
☆畑中　与治                （古布1箱）
☆高橋　満郎
    （大根1.5茜、かぶ1.5茜、にら3茜）
☆新冠ほくと園      （カット布5束）
☆ボランティアグループちょぼら    （カット布４袋）

●国保診療所に役立ててと
☆蔭   直一                  （ウエス4袋）
☆節婦ほろしりの里       （カット布5袋）
☆ボランティアグループあゆみ  （古布5袋）

新冠町社会福祉協議会へ

▼福祉事業に役立ててと
☆高瀬　スガ子　　   （古切手1箱）
☆斉藤　チエ子  （古布1箱・古切手1袋）
☆ひだか漁業組合新冠支所　（古切手1袋）

▼香典返しに代えて
☆小川　静雄　　　      （10,000円）

ひだか弁護士
相談センター

●受付時間　

　午前10時～午後4時

●お問い合わせ先　

　ひだか弁護士相談センター

　　　　緯0146・42・8373

66666666666月月月月月月月月月月月
19日 （水）17日 （月）

26日 （水）24日 （月）

77777777777月月月月月月月月月月月
3日 （水）1日 （月）

10日 （水）8日 （月）

要
予
約

　　　　　【 訂 正 】
　先月号の「まちの話題あれこれ」
で、静内衛生社の社長名及び寄贈日
に誤りがありました。
　静内衛生社社長は、行方将泰社長
で、寄贈日は3月28日となります。
　ここに訂正し、お詫び申し上げます。
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特定疾患及びウイルス性肝
炎進行防止対策医療受給者
証の更新申請のお知らせ ！
　特定疾患及びウイルス性肝炎進

行防止対策医療受給者証の有効期

限が平成25年9月30日となって

いる方は、7月1日から9月30

日の間に有効期間の更新手続きを

することができます。

　更新の手続きをしない場合、10

月1日から今お持ちの医療受給者

証は、医療機関で使用できません。

　各医療受給者証の交付時に同封

した 「特定疾患医療受給者証をお

持ちの皆様へ」「ウイルス性肝炎進

行防止対策医療受給者証の交付を

受けられた皆さんへ」をご覧の上、

更新手続きを行ってください。

●申請・お問い合わせ先

　静内保健所健康推進課保健予防係

緯0146・42・0251

税務職員募集のお知らせ
　札幌国税局では、税務職員を募

集しています。税務職員は、人事

院が実施する国家公務員採用試験

である税務職員採用試験の最終合

格者の中から採用されます。

○試験の程度　高校卒業程度

○受験資格

　高校卒業見込の者・高校卒業後

3年を経過していない者

○受験申込期間

　6月24日俄～6月28日画

○受験申込先

　人事院北海道事務局

（札幌市中央区大通西12丁目）　

　　緯011・241・1248

○試験日

　第1次試験　  9月 8日蚊

●お問い合わせ先

　浦河税務署総務課

　　緯0146・22・4131

7月は「不正軽油防止
強化月間」です!
　不正軽油とは、軽油取引税を脱

税するために、軽油に灯油や重油

を混ぜたものや、重油に薬品を混

ぜて脱色したものなどをいいます。

　不正軽油に関する情報がありま

したら、不正軽油ストップ110番

へご連絡ください。

・電話  0800-8002-110（フリーアクセス）

・FAX  011-232-3798 

・メール  somu.zeimu1

　　　　　　　 @pref.hokkaido.lg.jp

●お問い合わせ先

　日高振興局地域政策部税務課

緯0146・22・9062（ダイヤルイン）

狩猟免許試験のお知らせ
  次のとおり試験が実施されます。

○日時　7月7日蚊

　　　　午前9時～午後5時

○場所　日高合同庁舎4階講堂

　　　　（浦河町栄丘東通56号）

○受付期間　

　　5月21日峨～6月２１日画

○その他

　　受験資格、道内試験会場、申

　請方法等については、北海道の

　ホームページに掲載されていま

　すので、ご活用ください。

●お問い合わせ先

　日高振興局保健環境部

　    環境生活課自然環境係

緯0146・22・9254（ダイヤルイン）

屋外広告物のルール
をご存じですか
　北海道では、良好な景観形成と

風致の維持、公衆への危害防止を

目的として、屋外広告物について

条例によりルールを定めています。

　10愛以下の自家用看板以外は、

原則として許可が必要です。

　また、掲出する場所によっても

許可条件が異なります。

　日高のすばらしい景観を守るた

めにも、みんなでルールを守りま

しょう！

●お問い合わせ先

　日高振興局建設指導課

　　緯0146・22・9291

電気料金値上げ認可申請など
に係る公聴会の開催について
　経済産業省では、北海道電力株

式会社から平成25年4月24日付

けに行われた電気料金値上げ申請

などに係る公聴会を次のとおり開

催しますので、お知らせします。

○日時

　6月20日牙　9時から

　※予備日6月21日画

○場所

　札幌第1合同庁舎2階講堂

　（札幌市北区北8条西2丁目）
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～役場からのお知らせ～
niikappu  town  office  information

7月21日は参議院議員通常
選挙が予定されています
　第23回参議院議員通常選挙は、7月4日公示、7月

21日投票が予定されています。一部の投票所にお

いて閉じる時間を繰り上げています。入場券は、７

月5日までに、郵便でお届けする予定です。

○投票所の場所と時間

○期日前投票

　投票日当日、投票所へ行けない方は、期日前投票

制度をご利用ください。

    ・日時  7月5日画～7月20日臥

    ・時間  午前8時30分～午後8時

    ・場所  役場庁舎1階101会議室

※なお、この日程は現時点での予定になっておりま

すので、変更になる場合があります。　

●問い合わせ先

　新冠町選挙管理委員会　　　緯0146・47・2497

 　 投票時間               投 票 所 場 所   投票区

 午前7時～

   午後8時

 本町多目的交流センター  　1 

 北星生活館  　２

 東町生活館  　３

 節婦生活館  　４

 泊津生活館  　５

 朝日開拓婦人ホーム  　６

 午前7時～

  午後6時

 万世生活センター  　７

 明和生活センター  　８

 泉生活館  　９

 大狩部開拓婦人ホーム    10

 共栄生活館    11

 美宇生活センター    12

 新和生活館    13

 太陽開拓婦人ホーム    14

まちかどミーティング   　
　　　　  開催のお知らせ

　まちかどミーティングの開催を希望する自治会・団体

を募集しています。

　まちかどミーティングは、町長が地域や各種団体の

方々と膝を交えて話し合い、住民と地域、行政が一体と

なって町づくりを進めることを目的に開催されます。

▼対象団体

　①自治会及び産業団体

　②体育協会加盟団体及び文化協会加盟団体

　③その他、任意の団体

　（任意の団体とは、おおむね町民15名以上で構成され

　る団体としますが、町長が開催することが妥当ではな

　いと判断する場合は、実施しないこともあります）

▼開催方法

　①開催時間は1時間から1時間30分とし、時間帯は

　昼・夜を問わず、団体の希望する時間で調整します。

　②開催場所は、各団体で準備してください。

　③当日、おおむね10名以上の参加があることが要件と

　なります。（参加者が少ない場合はご相談ください。）

　④開催を希望する団体は、開催希望日の1ヶ月前まで

　に申請書を提出してください。町長の日程を調整し、

　開催日のご連絡を

　いたします。

●問い合わせ先

　総務企画課

　まちづくりグループ

　広報統計係

  緯0146・47・2498  　

クールビス実施中！
　町では、夏季における職員の健康保持と事務能率の

向上のため、6月1日から9月30日までの間、クー

ルビズを実施しております。

　来庁の皆様に不快感を与えることのない服装に務

めておりますが、お気づきの点がございましたら、遠

慮なくお申し付けください。

●問い合わせ先

    総務企画課総務グループ総務係 　緯0146・47・2110
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今月の一冊

 ほっかいどう100の道  
　　　出版：北海道新聞社

　思い出の道、通ってみたい道、

後世に残したい道…。道内の道

100本を、それぞれの道が持つ歴

史や地域の人々の思いを、斬新な

写真とともに伝える。

　『北海道新聞』日曜版連載の加

筆修正版。旅行やドライブを楽

しくさせる1冊。お出かけ前に

ぜひどうぞ。

「新着ガイド」
50歳からラクになる人生の断捨離　　やました　ひでこ

日本列島ハザードマップ 　　　  　　朝日新聞社

パチンコはこうすれば止められる！　　　  　　山下　實

ぐずる子、さわぐ子は食事で変わる！　　　   岡部　賢二

基本のメイクとスキンケアバイブル　　　　   主婦の友社

もう病気が怖くない！たまねぎ氷レシピ　　  村上　祥子

よくわかる北海道の家庭菜園　　　　   大宮　あゆみ

できる大人のモノの言い方大全       話題の達人倶楽部

名馬ファイル1990-1999　  サラブレ編集部責任編集

シルバー川柳  1・2　           全国有料老人ホーム協会

十八代勘三郎 　　　　　　　　 中村　勘三郎

山本周五郎愛妻日記　                           山本　周五郎

中学生からの勉強のやり方　                    清水　章弘

おかげさま　                                           草場　一壽

移動図書館車がご自宅を訪問 ！
　図書プラザでは、町内施設のほか、来館の困難な方を

対象とした移動図書館車アニマル号の戸別訪問を実施し

ています。利用対象者は次の通りです。

　○妊婦の方

　○1歳未満の乳児のいる方

　○満65歳以上の在宅高齢者や身体障害者手帳等の交

　付を受けており、来館の困難な方

　○その他、図書プラザへの来館が困難と認められる方

　訪問日は利用希望

者と調整の上決定し、

原則1ヶ月に1回程度と

しております。希望さ

れる方は、どうぞお気

軽に図書プラザまでお

申し込みください。

●図書プラザイベントカレンダー

場　所事　業　名日　時

図書プラザ　

おはなしのへや

 びっくり箱の

　　　　おはなし会

6月22日臥
　　13：30～

 あかちゃん絵本の

　　　　読み聞かせ

6月25日峨
　　10：30～

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママ ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル   ア ニ マ ル 号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号 （移動図書館車）

  運行日程 《6月分》

15：05～15：35　　　     新冠小学校
15：40～15：55　　　   にこにこクラブ
10：10～10：30　　　　 朝日小学校
10：45～11：00　　新冠こたにがわ学園
12：40～13：05　　認定こども園ド・レ・ミ
16：00～16：15　　　　 あいあい荘
12：45～13：10　　　 　新冠中学校
10：10～10：30　　　　 朝日小学校
10：10～10：30　           朝日小学校
11：00～11：20              おうるの郷
10：45～11：00　　　　 太陽郵便局
15：05～15：35　　　     新冠小学校
15：40～15：55　　　   にこにこクラブ
16：00～16：30　   認定こども園ド・レ・ミ
16：35～16：50　　　　 あいあい荘

11日

13日

14日

19日
20日
25日

28日

　問い合わせ先　

社会教育課　図書プラザ
緯0146・45・7777

一緒に活動しませんか？

　図書プラザでは、ボランティアサークル 「ぐっ・パ」

の協力のもと、乳児健診において、読み聞かせと絵本を

プレゼントするブックスタート事業を行っております。

　また、保健福祉課主催の母親教室「キレイ☆ママるー

む」においても、絵本の読み聞かせなどを通じて、絵

本とお母さんと赤ちゃんを繋げる活動をしております。

　現在 「ぐっ・パ」では、一緒に活動してくれる仲間

を募集中です。特に専門的な知識がなくても大丈夫で

すので、絵本と子育てに関心がある方は、図書プラザ

までお問い合わせください。



小竹町長の動静&まちのできごと

5月　  　●は町長出席

キラリと光る レ・コードなまちキラリと光る　レ・コードなまち      産産団体・サークル紹介団体・サークル紹介産産

　今月号は、若者からシニアまで楽しく活動を続ける 「新冠町テニポン協会」を紹介します今月号は、若者からシニアまで楽しく活動を続ける 「新冠町テニポン協会」を紹介します。。

【プロフィール】

   新冠町テニポン協会は、昭和５２年にテニポン発

祥の地である様似町の大会に、新冠町卓球協会会

員が参加したことに始まり、今では会員が５０名を

超える、新冠町の人気スポーツサークルとなりま

した。

　活動は、スポーツセンターで行っており、水曜日

の夜の練習の他に、金曜日の午後からもシニアの

会員が中心となって練習をしております。

　毎週の練習の他にも、全道からテニポン選手が

集まるアメニティテニポン大会（砂川市）・全道テ

ニポン大会（札幌市）・全道テニポン選手権大会（様

似町）にも積極的に参加しており、新冠町テニポン

協会の会員も上位入賞を果たしております。

　また、今年は8月25日に、新冠町では初めての

開催となる、町内外からの参加者を募ってのテニ

ポン大会を計画しており、現在、開催に向けての準

備を進めております。

　新冠町の方だけでなく、新ひだか町からも多く

の会員が集まるこのサークル活動を通じて、テニ

ポンの楽しさや醍醐味を堪能するとともに、相互

の親睦を深めながら地域の一体感を生み出してい

きたいです。

【活動内容】

　活動時間：毎週水曜日　19時～21時

　　　　　  毎週金曜日　13時～17時

　活動場所：新冠町民スポーツセンター

【募集内容】

　テニポンは、どこでも誰でも手軽にできるス

ポーツとして広がってきました。「楽しく・怪我な

く・明るく」を合言葉に、一緒に活動をしましょう。

特に最近は、若いプレーヤーが少ない状況です。

興味のある方は、一度遊びに来てください。

　詳しくは、体育協会事務局（緯0146・47・2922

新冠町民スポーツセンター内）までお問い合わせ

ください。
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●1日、和牛育種推進協議会、

メーデー集会●５日、北海道ア

イヌ協会日高地区支部連合会総

会●7日、農業再生協議会通常

総会、鳥獣被害防止対策協議会

総会●10日、第2回臨時会●11

日、第73回道連定期大会 （札幌

市）●12日、道南エリアスポー

ツ大会日高中部大会●13日、中

村副町長辞令交付式●16日、自

治会長等永年勤続表彰、自治会

連合会総会●２１日、新冠町商工

会通常総会●２２日、新冠町交通

安全推進委員会定期総会、新冠

町防犯協会定期総会、自衛隊協

力会定期総会●24日、㈱日高食

肉センター株主総会、乗馬クラ

ブ株主総会●27日、北海道市町

村職員年金者連盟日高支部総会、

育成公社株主総会●28日、妹尾

前議長叙勲伝達式●29日、新冠

温泉株主総会●31日、北海道防

災会議 （札幌市）

戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸 籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍 のののののののののののののののののののののの 窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
5月1日～5月31日までの届出分 （敬称略）

●いつまでもお幸せに
横堀賢太朗　     佐藤　彩子 　  北星町

●お誕生おめでとうございます

津田　 柚奈 （  英紀　  一美  ）   明　和
ゆ　な

田村　 康喜 （  保佳　なぎさ ）   本　町
こうき

德田　 琉唯 （  洋介　　歩　 ）   節婦町
る　い

渡邉　 桜奈 （ 　忍　　尚美  ）   北星町
さ　な

駒澤　  光   （  春樹 　 千恵  ）　 東　町
ひかる

●おくやみ申し上げます
工藤　和彦　　　　　７３歳　　 高　江

☆広報に掲載してほしくない方は届出のとき、

町民生活課住民係へお申し出ください。

　なお、新冠町役場以外に届出を出された場

合、お名前が掲載されないときありますので、

ご連絡いただければ直近発行の広報に掲載い

たします。

　お問い合わせは、町民生活課町民生活グ

ループ住民係まで。緯0146・47・2112

パパ     　     ママ
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　人　口　5,820人（前月比　 －   2人）

　　男　　2,816人（前月比　 +    4人）

　　女　　3,004人（前月比　 －   6人）

　世　帯　2,704世帯 （前月比　 +    7世帯）

人の

うごき
（平成25年5月末現在）


